
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

96 

II 
I 大気下層における視程とエア切の関係

北古賀識帆・大田彩乃・舟田亮子・久慈誠（奈良女子大学）

圃・・・・・・・・・

包」ーι一」
13.6km 生駒山

図z奈良における大気現象時のエアロゾルの光学特性。縦軸は一次散乱アルベド帥‘
繍軸はオングストローム指数u‘そしてカラーパーは波長4401聞における光学的厚さら
を示すE丸Oが全磨（＝上層＋下層｝、三角 Aは上層、四角口は下磨を表す．（叫は6時、
(b）は7時の結果で、それぞれ奈良においてもや、黄砂を観測した箇

制
量
。
g
z
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図3HYSPLITによる後方流跡緩解析結果包
2012年4月24B 6時υsれ から3日間の
実行した。背は奈良の上空 IOOOm （上層）．
赤はヲOOmt下層）を起点としている俗

図2より、全屠と上層のエアロゾル
の特徴lま似ており、非吸光性で、下

層よりも比較的大粒子のエアロゾル

が卓越していた。HYSPLIT(HYbrid

Single Particle l」呂悶ngjanIntegrated 

・rrajectory:Draxler and Rolph[20131)による後方流跡線解析の結果より、高度 1000111付近の上層の空気塊はゴピ砂漠周辺か

ら飛来していた（図功。従って、上層では黄砂の影響を受け大粒径のエアロゾルが観測されたと考えられる。また、黄砂の一次

散乱アルベドは経験的に（）.9程度の弱い吸光性であるのに対し、図 2の結果では上層において6時 （a）と7時 （b）共に0.96

以上と大きい値を示した。この要因のーっとして、近年、非吸光性を示す硫酸i草エアロゾルが黄砂と同時に飛来してきているこ

とが挙げられるのhtaet al.. 2013）。

一方、下層のエアロゾルの光学特性は6時と7B寺で大きく異なる結果が得られた。特に、図2bでは一次散乱アルベドは

0.91、オングストローム指数は 1.88と‘弱い吸光性で小粒径のエアロゾルが卓越していた。後方流跡線の結果、高度 300111付

近の下層の空気焼は大陸の沿岸部や朝鮮半島などを通過していることがわかった（図 3）。朝鮮半島から鹿兜島県奄美大島に

かけて吸光性が増加傾向を示す要因の っとして、中国の工業や都市減上空でのスス（吸光性物質）との混合によるものであ

る事が示峻されている（Kirncl al.. 2006）。従って、図2bの下層の結果は大陸や朝鮮半島の沿岸部にある工業や都市繊の影

響を受けていた可能性が考えられる。

まT二、図2bに比ベてもやが観測された（箇）の下層ではエアロゾルの光学的厚さが2倍で、まT二、オングストローム指数が小

さかった。ここで、相対湿度が90%以上になると急激に粒径が増加することが知られている（J.Kusicrczyk-Michulcc, 2009）。

図2aでIま相対i湿度が90%と高い値が観測されていたことから、吸湿によって粒径が成長したのではないかと考えられる。そ

して、時間の変化に伴って相対湿度が減少し、蒸発によって小粒子が卓越したのではないかと考えられる（図 2h）。

図 1近畿地方のAERONET解析地点．星は解析したDRAGON観測地点、丸はそれ以
外の観測地点である．

図 1は本研究で解析した DRAGON観測地点である。奈良（34.688°N. 135.838・
E. 80 m a.s.l .） と生駒山（34.680°N, 135.679。E.600 m a.s.l.）の DRAGON観測サ

イトは直線距離で約 13.6kmである。また2地点の高度差は0.52k.111である。下宿

の光学的厚さは次式のように奈良から生駒山のエアロゾルの光学的厚さを差引くこ

とで導出した。この時、2地点の上層の大気は同じであると仮定している白

tiτn. N<1rn＝τu N<1rt，ーτ“./k,' ｝
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ここで、 t,.Noraとτ＂＂＇＂＂＂＇ はそれぞれ奈良と生駒山のエアロゾルの光学的厚さである。

・・・磨署耳切・・・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一圃圃圃圃圃

本研究では大気現象時における下層のエアロゾルの特徴を導出した。特に奈良の黄砂観測日では、全層と上層のエアロゾルの特徴は非吸光性で下層よりも大粒子の工ア

ロゾルが卓絶していた。これは硫酸包エアロゾルが黄砂と同時に飛来してきている可能性が考えられる。

一方、下層ではもや、黄砂のような大気現象によって特徴が大きく異なった。黄砂観測時の下層では一次散乱アルベドは0.91、オングストロ ム錨数は 1.88と、弱い吸光

性で小粒径のエアロゾルが卓越していた。後方流跡線解析の結果、下層の空気境は大陸の沿岸部や朝鮮半島の都市部などを通過しており、大陸からの影響を受けたので

はないかと考えられる。そして、もや観測時の下宿では90%を超える高い相対湿度のために粒径が地加していた可能性がある。これらの下層の結果はエアロゾル特徴をと

らえていると推測される。

今後も、煙霧や貧砂などの大気現象時における大気下層のエアロゾルの特徴を把纏していく予定である。
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